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	応用
	抗原情報
	背景
	二本鎖切断修復および/または相同組み換えに関与する。RAD51に結合し、一本鎖DNA（ssDNA）上へのRAD51の組み立てを促進することで、組み換えDNA修復を促進する。二本鎖DNAではなくssDNAにRAD51を標的とすることで、RAD51がssDNAから複製タンパク質A（RPA）を置換できるようにし、ATP加水分解を阻害することでRAD51-ssDNAフィラメントを安定化する。RAD51Cを含むPALB2スキャフォールドHR複合体の一部であり、HRによるDNA修復に役割を果たすと考えられている。S期チェックポイントの活性化に関与している可能性がある。ssDNA、および尾部付き二本鎖および複製フォーク構造内のssDNAに選択的に結合します。複製依存性DNA二本鎖切断時の鎖侵入後の伸長段階で役割を果たす可能性がある。 PALB2と共に、崩壊した複製フォークにおけるPOLHの局在とDNA重合活性の両方に関与する。NPM1と協調して、中心体複製を制御する。TREX-2複合体（転写・輸出複合体2）のサブユニットPCID2およびDSS1と相互作用し、Rループ関連DNA損傷、ひいては転写関連ゲノム不安定性を防ぐために必要である。BRCA2のサイレンシングは、複製細胞および非複製細胞において活発に転写されている遺伝子におけるRループの蓄積を促進する。これは、BRCA2が相同組換えにおける既知の役割とは独立して、Rループ関連ゲノム不安定性の制御を媒介していることを示唆している（PubMed:24896180）。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	抗BRCA2抗体（1:2000希釈）+組み換えタンパク質

